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1 は  し が  き

イテゴの需要は周年化の傾向にあるが, 7月 から10月 ま

での夏秋期の生産は少なく,高値安定で市場取引きされて

いる。この端境期に北東北の夏期冷涼な気象条件を活かし

たイテゴの作期拡大をはかることは農家経営上極めて重要

である。

そこで,昭和50年以来,同 ‐株から年 2回 (春 と秋 )ど

りの新作型栽培法を確立するための試験を実施してきたが

すでに,短 日処理による花芽誘起方法や,適品種について

報告した。本報では, 2回 目 (秋 )の収量,品質向上のた

めの施肥法について検討した結果を報告する。

2 試 験 方 法

1 追肥時期

1)供試品種 宝交早生

2)試験区 (追肥時期)① 花芽発育期 (短 日処理終了

後 8日 目),② 出曹前 (短 日処理終了後33日 目),施肥量

:10a当たりN,P205,K2。 各5り, 1区 60株  2区制

3)耕種概要 定植 :51年 9月 26日 ,畦幅 120続 ,株間

20m,条間40m2条植え,基肥と4月 上旬追肥量 (り /

103)N15, P20526, K2014

4)短 日処理方法 52年 6月 11日 から30日 間シルバーボ

ツトウ被覆により8時間日長に常1限

2施 lP_量

1)供試品種 宝交早生

2)試験区 (施肥量″/10o)① N,P205,K20各 10,

② N,P205,K20各 5,③ N,P205,K20各 2(/卜坂は

各 3),①無追肥 ,追肥時期 :8月 5日 , 8月 15日 等量分

施 (4坂 8月 3日 の 1回施肥). 1区 60株  2区制

3)試験場所 農試圃場と秋田県鹿角郡小坂町 (標高

1502)

4)耕種概要 定植 :53年 9月 20日 (農試 ),53年 9月

13日 (小坂 ),畦幅 120 Cπ ,株間 25 οπ,条間 40`π , 2条

植,基肥 と4月 上旬追肥 (″ /103),農試 :N18 P205

22,K2018,小坂 :N16,P20621,K2016.液 肥 6回

5)短 日処理方法 試験 1と 同じ。短日期間 :54年 6月

12日 ～ 7月 14日 (農試),54年 6月 15日 ～7月 15日 (小坂)

3 試 験 結 果

1 追肥時期

短日処理終了後の追肥時期によって生育や収量が異なり,

花芽発育の早期に追肥すると生育が旺盛で,開花や収穫が

早まる傾向にあった。収量は,早期多収性を示 したが,後

期になると果実のIIB大がやや劣り,良果割合が低 くなる傾

向を示 した。

これに対 して,出雷前の追肥は,収穫始めが遅れる傾向

を示し,早期収量がやや少なかったが,中～後期の果実の

肥大がよく,良果割合も高まり,総収量は多くなる傾向を

示 した (表 1,図 1)。

表 1 追肥時期と開花,収穫期
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図 1 追肥時期と生育,収量
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2施 肥 量

施肥量 (追肥)が多いほど夏秋期の生育が旺盛となり(図

2),秋の出奮株率 も高まる傾向が認められた (図 3)。

また,施肥量が多いほど開花期が早 く,収穫期も早まる傾

向があり,と くに,108当 たり10ん,施用区で収穫期間の拡

大が認められた (表 2)。

株当たりの花房数や花数は多肥区ほど多 くなる傾向を示

したが,5り施用区と,10切施用区の両区間では大差はみ

られなかった。

秋の収量は施肥量によって著 しく差がみられ,多肥区ほ

ど果実肥大がよく,収穫果数 も多く増収 した。とくに,現

地の小坂では10切 施用区で春の収量より30%以上 も増収

した。

一果重は,農試のように施月巴量を分施した方が,後期の

果実肥大を促進し,多肥ほど平均果重を増す傾向にあった

が,小坂のように花芽発育期の一回追肥では,収穫後半の

果実肥大が劣 り,多肥によって平均果重の向上はみられず

区間差はなかった (図 4)。 このことから,後期に果実肥

大を促進し,増収をはかるには,分施による追肥が効果的

であると思われた。
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図 2 追EE量 と生育 (9月 18日 )

図 3 追肥量と出奮株率
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図 4 追肥量 と収量性

4   ま

短日処理によって,同 一株から春と秋の年 2回 どりする

作型で,秋の収量 ,品質の向上をはかるには,花芽形成後

(短 日処理終了後 )の追肥の効果が極めて高く,花芽発育

期の追肥は後半の果実肥大がやや劣る傾向にあるが着果数

の増加と早期収量を高め,出薔前の追肥は収穫期がやや遅

れる傾向を示すが,後期の果実肥大向上に効果があり,増

収することが認められた。

施肥量 (追肥 )は ,異なる立地条件下での比較なので明

確なことはいえないが概ね,108当たリチッソ, リンサン,

カリとも10″程度の施用が必要であるとみられた。また ,

全量を一回で施すよりも,花芽発育期と出雷前の 2回 に分

施 した方が収穫期間の延長がはかられ,果実肥大 も安定し,

増収する傾向がみられた。
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表 2 追肥量 と開花.収穫期

場所
施 肥 量

(″ /108)
開花始め

(月 日)

収 穫 期 間
(月 日)

農

試

10

5

2

無

8  15

8  15

8  19

8  21

9  18  -  11   17

9  21  -  11   17

9  24  ンヽ  11    8

9  27 - 11   5

小
　
坂

10

5

2

無

8  18

8  25

8  25

8  27

9  9 - 11  7
9  17  -・  11    7

9   17   ヽ́  11    7

9  17  ヽ́  11    7


